
島田市立初倉中学校部活動の方針 

 

１ 部活動の意義 

(1) 生徒同士や生徒と教職員、地域指導者等との関わりを通して社会性を育み、活動の達成感や所属感を通して自

己肯定感を高めるなど、生徒の人格形成に資するものである。 

(2) 目標の達成に向かって互いに励まし合い、高め合うことを通して、他者の多様な生き方や価値観を認め、人と

の関わり合いを大切にする態度の育成に資するものである。 

(3) 運動・文化・芸術等に親しむ活動を通して、自主性、協調性、責任感、連帯感等を育むとともに、生涯にわた

って学び続ける基盤の形成に資するものである。 

(4) 合同部活動や地域と連携した活動を通して、多様な人や環境に触れ、より広い社会とのつながりを実感する機

会とする。 

 

２ 部活動の基本方針 

部活動の地域展開を見据え、以下を基本方針として部活動を設置運営する。 

 

(1) 学校や地域の実情に応じ、校長が示す学校経営方針・計画に沿った運営を行うとともに、必要に応じて合同部

活動や地域連携型の活動を柔軟に取り入れる。 

(2) 生徒の部活動への所属は自主的・自発的なものとし、選択の幅を確保することで主体性を育む部活動運営を行

う。 

(3) 生徒の健康や安全、学習とのバランスに十分配慮し、できるだけ短時間で、合理的かつ効率的・効果的な活動

を行う。 

(4) 学校教育活動の一環としての部活動の意義を正しく理解し、勝敗や技能向上のみに偏った指導にならないよう

心がける。 

(5) 合同部活動においては、学校単位の枠を超えた協働的な学びの場としての意義を重視し、生徒一人一人が安心

して参加できる環境づくりに努める。 

 

３ 活動日、活動時間等 

原則として以下の基準に準じて活動を行う。 

(1) 活動日 

ア 常時活動 

・平 日：週２日程度とする。 

・週休日：原則として、土曜日又は日曜日のいずれか１日とする。 

・各月の第３日曜日は、原則として活動しない。 

イ 合同部活動における活動日の考え方 

・合同部活動の特性上、移動や指導体制の関係から週休日に活動が集中しやすいことを踏まえ、 

   ① 平日の活動は、原則として、学校単位で活動する 

   ② 可能な限り、連続した週休日の活動を避けるよう工夫する 

   ③ 学校行事や各家庭生活等への影響について配慮する 

を行い、生徒及び各校顧問の身体的・精神的な負担とならないよう各校間で調整する。 

ウ 長期休業中の活動 

・校長は、生徒にとって無理のない適切な活動計画であることを確認し、活動を許可する。 

・生徒及び各校顧問がまとまった休養を取れるよう、一定期間活動を休止する「部活動休業日」を設ける。 

・土、日曜日は、大会以外は原則として活動しない。 

・熱中症警戒アラート等の発令時の活動については、市教育委員会の指示に従う。 

エ 大会（中体連等）期間中の活動 

・大会日程等から土、日曜日の両方とも活動した場合は、代替の休養日をできるだけ近い週に設定する。 

 

(2) 活動時間 

・部活動は、必ず顧問（教職員）または校長が認めた指導者の監督の下で実施する。 

・部活動としての、朝（登校時刻前）の活動や夜間（19 時以降）の活動は禁止とする。 

・常時活動は、活動時間を平日２時間以内、週休日４時間以内を原則とする。 

・合同部活動においても、移動方法や移動時間を含めて生徒の生活リズムに過度な影響が出ないよう配慮する。 

 



附 則 この方針は、平成 31 年４月１日から施行する。 

   この方針は、令和８年４月１日から施行する。 

 

４ 指導上の留意点 

(1) 体罰や暴言は、生徒の人権を侵害する違法な行為であり、いかなる場合も禁止とする。 

(2) 校長は、近年の夏季における気温の上昇を鑑み、生徒の健康状態、気温や暑さ指数等の環境に十分配慮し、水

分補給や休息時間を確実に設定する。また活動開始時刻及び指導内容や活動時間を、登下校時の気温等も考慮

して、適切に設定する。 

(3) 施設・設備等の点検、管理を定期的に行い、合同部活動においても責任の所在を明確にし、生徒の安全確保に

万全を期する。 


